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アゼルバイジャン発見の旅

ファデ－ラ・ビード
アルジェリア人ジャーナリスト

わがアゼルバイジャン

DAR EL ATHAR AL ISLAMIYYAH が最近企画したアゼルバイジャンへの旅は，と
ても楽しいものでした。私たちはこの国の歴史について，ぼんやりとしたイメージしか
持っていませんでしたが，はじめて訪れるこの地での新たな発見を楽しみにしていま
した。

ホテルに着いたあとで，美しく印刷さ
れた冊子を手渡されました。そこにはこ
れから9日間の予定がリストアップされ
ています。私たちはこの予定に沿って
AzDipServisの3人のスタッフと過ごすこと
になります。まず最初に，幹線道路沿い
のドライブに連れて行ってもらいました。
ガイドが案内してくれたのは，市民公
園，大統領宮殿，さまざまな様式の建築
群，中世の城壁，豪華なビル群に加え，
カスピ海の雄大な眺めです。予定されて
いたコースはとても魅力的でした。 アゼ
ルバイジャンは，シルクロードの交差点
にあたる場所として知られ，イスラムの時
代から現代にいたるまで，彩りに溢れて
いました。香辛料の交易地として衰退し
て以降，この国は幾度もの政変を経験し
てきました。そのうちのいくつかは痛まし
いものでした。さまざまな建築様式の存
在は，この国がかつてさまざまな勢力の
支配を受けていたことを暗黙のうちに物
語ります。敵であれ味方であれ，かつて

の支配勢力が残した建造物は，その影
響の大きさを暗示します。今日私たちは
この国で自由を味わうことができ，与えら
れる全ての情報を理解することができま
す。

朝食をたっぷりととったあとで，私たち
を乗せたバスは殉教者通りと栄誉通りに
向かいました。ここには名高い人々が埋
葬されています。私たちは赤いカーネー
ションを手渡され，色とりどりのチューリッ
プやヒナギク，そして巨大な松の木々に
覆われた庭園へと案内されました。この
国の芸術，科学，自由のために命を捧
げた大事な人々の役割についてガイド
が説明してくれました。私たちはこの場
所の平穏な雰囲気に包まれるとともに，
たくさんの写真を撮りました。そこからさ
らに丘を登ると，そこには白銀に輝くカス
ピ海の眺望が広がり，細いミナレットを備
えたオスマン様式のモスクがありました。

バクーとは「風の街」を意味します。
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バクーの道路沿いはオリーブ，カエデ，
松，ユーカリの木々で溢れています。ノ
ーベル兄弟はかつて2世紀ほど前に，痩
せた裸の土地は，安い税金と引き替え
にもたらされた肥沃な大地と植物に覆わ
れるべきだと考えました。石油貿易が増
大するにつれて，裕福な起業家たちがヨ
ーロッパの近代様式で家を建てるように
なりました。しかし旧市街はこうした変化
にもかかわらずその後も変わらず立派に
残り，今ではユネスコ世界遺産のリストに
登録されて主要な観光名所となってい
ます。私たちは12世紀に作られた古い
城壁をくぐり抜け，第35代のシャーのた
めに建造されたシルヴァン・シャー宮殿
へと向かいました。石畳の道を通って宮
殿の豪華な中庭に着くと，そこから砂岩
で造られた邸宅へ入るまでの間，質素な
尖塔と壮大な霊廟を持つシャー専用の
モスクを眼下に眺めることができます。52

室からなる邸宅は，それぞれの部屋が
木製の格子で守られた尖頭アーチ型の
窓に飾られ，幾何学的な枠組みから自
然光が差し込むようになっています。今
はもう空っぽですが，かつては豪奢な絨
毯にシルクのクッション，そして最高級の
カーテンが備わっていたというガイドの
説明からは，その様子がありありとイメー
ジできました。15世紀から16世紀に建て
られたこの宮殿は，シャーの家族が住む
一角として，また重要な家臣の住居とし
て使用されていました。この宮殿にはハ
マームと呼ばれる浴場に加えて，地下に
は貯水槽も備え付けられていました。当
時水は大変貴重だったので，大所帯の
生活を支えるためには大量の水を蓄え
る必要があったのです。

宮殿の近くにあるミニアチュール本  
(豆本) の博物館では，ほとんどが無名
の作者による，コーランや歴史，詩など

バクー夜景
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が点にしか見えないような極小文字で書
かれた本など，珍しい品々が展示されて
いました。こうした品々が作られる様子
を間近に見てみたいという好奇心がかき
立てられました。さらに100メートルほど
離れたキャラバンサライ (隊商宿) のレス
トランでは，生バンドによるアゼルバイジ
ャンの伝統音楽の生演奏が私たちを迎
えてくれました。ここではじめて生のハー
ブをふんだんに使った野菜とグリルした
肉の味を体験しました。もちろんとても美
味しかったです！

私たちはさらに旧市街の散策を続け
ました。狭い路地にひしめき合うように並
ぶ2階建ての家々がとても気に入りまし
た。頭上にはオスマン様式で造られたバ
ルコニーや，窓の上部に施された素晴
らしい彫刻が見られます。居住者たちが
共同で使用している中庭も見せてもらう
ことができました。果物売りの小さな店に
立ち寄りました。たくさんの実用的な品
物を売っていました。私たちは，地元の
人々が近代的なバクーの街に囲まれた
この旧市街を愛し，守っている様子に感
動を覚えました。12世紀におよぶ歴史を
もつ旧市街は，まさにバクーの中心とい
えます。いくつもの小さなモスクと5つの

公共浴場は，この旧市街の必要を全て
満たしています。神秘的な「乙女の塔」
にも興味をそそられました。塔の役割か
ら考えれば，巨大な展望台としての役割
を果たしていたに違いありません。この
中世の史跡は何世紀もの歴史を背負っ
ているのです。旧市街は力強い城壁で
しっかりと守られていました。遠くから見
るとそれはまるで強固な盾のようです。

アゼルバイジャンの政府当局は，国
の遺産を保存する博物館をいくつも建
てるために大変な努力をしてきました。
そのためこの国には100以上の博物館
があります。アゼルバイジャン国立絨毯・
実用芸術博物館に入った際には，子ど
もたちの団体と出会いました。2階では
壁に丁寧に掛けられたたくさんの絨毯
に圧倒されました。たいていの場合，誰
が織ったのかはわかりませんが，模様の
パターンは今でも地域ごとに同一のもの
が使われます。学芸員の方が，標準的
な絨毯とキリム絨毯，タブリーズ絨毯の
違いを示しながらパイルや色，モチーフ
やテクニックの意味を親切に教えてくれ
ました。昔の人々は絨毯を日々の家庭
生活の中で使用していました。かつてこ
この人々は絨毯の上で生まれ，絨毯の

わがアゼルバイジャン
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上で亡くなったのだそうです。装飾的な
衣装やアクセサリー，日用品は私たちの
目を大いに楽しませました。その上階に
あった劇場博物館のことも忘れられませ
ん。アゼルバイジャンの物語や詩，国内
外の音楽に関心を持つ芸術家たちにぜ
ひ訪れてほしい場所です。なかでも「ラ
イラとマジュヌーン」は傑作として広く知
られている恋愛物語です。

1日を締めくくったのはバクーの港に
浮かべた船上での素晴らしいディナー
です。カスピ海に近接した大通りは，ホ
テルまでの道を散歩して帰るのにもうっ
てつけでした。観光客という立場を忘
れ，我が家にいるような気分で夜のカス
ピ海に吹く風を楽しみました。

金曜日にはさらなる発見があるのを
楽しみにしていました。それは，完全に
復元されている13世紀のビビ＝ヘイバ
ート・モスクです。巨大な中庭を抜けて

霊廟の中に入ると，一面緑のタイルに
覆われた壁に沿って施された金や銀の
装飾が，静寂の中で熱心に祈りを捧げ
る人々の穏やかな雰囲気と対比を成し
ていました。霊廟の上方，ドームの内部
にあたる部分では深い緑のタイルが柔
らかい輝きを放っていました。イスラム様
式の装飾は，芸術がいとも簡単に地域
を超えて伝播するさまを思い起こさせま
す。

私たちは次にコーカサス山脈の麓に
あるゴブスタンの考古学遺跡に向かいま
した。ここは歴史上もっとも古い居住地と
される場所の1つで，私たちはとても驚き
ました。巨大な岩がでこぼこと並んでい
る光景は果てしない年月の経過を物語
ります。私たちはさまざまな時代に彫ら
れた人や動物の石画を目にしました。さ
らにラテン語やアラビア語の文章も刻ま
れていました。ガイドが骨や隅にまとめ

新旧が調和するバクーの街並み
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て捨てられていた残飯などの重要な発
掘物を見せてくれました。また，ダンスも
しくは集団で狩りを行っている様子を描
いた壁画を驚くほど近くで観察させてく
れました。私たちは皆とても感銘を受け
ました。

その晩は国立フィルハーモニーホー
ルでの民族芸能のパフォーマンスに招
待されました。このホールは1912年にル
ネッサンス様式で建てられたもので，両
脇に2本の細い塔を構えた銀色のドーム
は見る者を驚かせます。建物の中に入
った私たちは，精巧に金の装飾が施さ
れた天井を持ち，きれいに半円状に座
席が並べられたコンサートホールへと足
を踏み入れました。私たちはショーのダ

ンスが始まるとともにその見事な芸術性
に圧倒され，たなびく長い衣装とヘッド
スカーフをまとった女性たちが優美な身
ぶりで踊るさまに見とれました。男性た
ちの衣装は女性のものとは違い，荒々し
さやかっこよさが際立つもので，彼らが
本物の剣を使って披露した演武は熟練
を必要とするものでした。まさに神業で
す。伝統的な楽器を使った演奏にも触
れ，ノリの良い音楽に合わせて私たちも
一緒に足を動かしました。もちろん終演
後には他の多くの観客に混じって素晴
らしいアーティストたちとの写真を撮りに
行きました。

翌日に予定されていた近代博物館へ
の訪問は，予想を大きく裏切りました。
建物の外観はいたって普通でさして魅
力的ではありませんでした。しかし中に
入るとこの近代的な建物はその様相を
一変させたのです。 部屋はそれぞれ区
切られていましたが，純潔の色である白
で統一されていました。中庭はガラスの
天井で覆われ，私たちが慣れ親しんで
いるオリエンタルな雰囲気を持っていま
した。私たちはこの雰囲気がたいへん気
に入りました。展示された芸術作品にも
感心しました。あらゆる芸術様式に精通
しているわけではありませんが，それで
も世界的な傑作というものはつねに今ま
でになかった新しい何かを見せてくれま
す。まるでゴッホ・カフェのように装飾さ
れたコーヒーショップもありました。ミュー
ジアムショップではお土産に打ってつけ
の英語版の本も買うことができました。

私たちは次にノーベル兄弟の家を訪
れました。彼らは19世紀後半に10年以
上にわたってバクーの油田に石油工場
を建設し，バクーに真の繁栄をもたらし
たのです。素晴らしい庭つきの邸宅は，

わがアゼルバイジャン

15世紀の遺産、シルヴァン・シャー宮殿には観光
客の姿が絶えない
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復元されて当時の上等な家具や写真，
書類などが置かれ，彼らがいまだにここ
で暮らしているかのようです。

私たちを乗せた車は，市内から数キ
ロほど離れた場所にあるゾロアスター教
のアテシュギャーフ寺院に向かいまし
た。16世紀のアラブ人地理学者イブン・
イリヤースは「…バクーから1マイル離れ
たところにたいまつもなく炎が燃え上が
っている場所がある…」と記しています。
アゼルバイジャンはかつて炎の国として
知られていました。15世紀にゾロアスタ
ー教を伝えるために巡礼者のキャラバン
を組んで訪れたインド人のグループがこ
の炎に惹きつけられたのも当然といえる
でしょう。私たちは来訪者のための26の

部屋がある建物へと入ってゆきました。
中庭の中央にある祭壇には小さな火が
灯されています。といっても今日ではガ
スを使っていますが。ゾロアスター教で
は炎は神聖なものとされています。いく
つかの部屋ではゾロアスター教の発展
や，巡礼者の生活様式などが展示され
ていました。当時の真の信仰が示された
サンスクリット語の教典や詩，典礼文な
どもありました。言い伝えによれば，炎を
飛び越えることで肉体が浄化されるのだ
といいます。巡礼者たちは当時，家族の
ように部屋を分け合って質素でつましい
暮らしをしていました。このように，歴史
あるゾロアスター教はインドとアゼルバイ
ジャン2つの国の人々を結びつけていま

イスラム建築の古遺産、ビビヘイバット・モスク
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した。今日ではこの歴史的な地を誰もが
訪れることができます。

次の目的地はコーカサス山脈の麓に
位置するシェキの町です。私たちは，美
しい駅舎を持つバクー鉄道駅から夜行
列車に乗ってシェキへと向かいました。
キャビンに乗り込んだ私たちはまるで小
学生のようにわくわくしていました。女性
の乗務員から飲み物を受け取り，電車
に心地よく揺られて眠りにつきました。翌
朝6時頃ガイドに起こしてもらうと，何人
かはすぐに窓から見える風景に釘付け
になりました。そこには緑の大地のすば
らしい光景が広がっていました。朝早く
から大群の羊を連れた羊飼いもいます。
小川が流れ，どこまでも丘が広がってい
ます。なんとすがすがしい景色でしょう。
私たちはこの国の中心に位置する，文

明の手がほとんど入っておらず，原初
の風景が残されている場所に来たので
す。

駅に到着すると町長に出迎えられ，
ホテルまで車で移動しました。そこでは
豪勢な朝食が私たちを待ちかねていま
した。朝食が済むと絹織物工房を訪ね
ます。養蚕から生糸，絹織物，絨毯それ
ぞれの生産者にいたるまで，絹織物産
業はこの地を通るシルクロードとの関わ
りからとても大切にされています。もちろ
ん，シェキが古くからの伝統を保持し続
けているという話はすぐに納得できまし
た。シェキは，背景に山々を仰ぎ，堂々
たる木々に囲まれた場所に位置してい
る素敵な町です。この町の産業は，環境
に優しい製品だけで成り立っています。
とある店に入った時に我々が目にしたの

わがアゼルバイジャン
バクー近代美術館
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は，女性がほとんどの職場で，糸巻きに
まとめられた細い糸をチェックしていると
ころです。絹を織って素晴らしい絨毯を
作り上げるまでのさまざまな行程を見学
しました。仕事場を見学できる場所では
釘付けになってしまいます。

シェキ・ハーン宮殿に向かう途中の道
路には，ライラックの木が紫色の花を結
び，美しいアイリスの花が咲いていまし
た。宮殿の2階建ての邸宅は1761年に
建てられました。メインルームの中に入
ると，天井と壁の芸術的な装飾に驚かさ
れました。ステンドグラスになっている南
向きの窓と窓をかたどっている幾何学的
なパネルによって，外から入ってくる自
然光は虹色へと変化します。壁のパネ
ルには花の模様があしらわれています。
もちろん植物や果物，そして鳥たちも描
かれています。これらは町の入口で実
際に見たものとそっくりでした。木組みや
各部屋の構造はイランやインドで見られ
るものを思い起こさせます。私たちはこ
こを時間をかけてゆっくりと見学すること
ができました。地元のガイドがそれぞれ
の部屋の役割と描かれている絵につい
て，歴史的背景とともに説明してくれま
した。ガイドによれば，なかでもザクロに
は特別な意味が込められていて，世界
を象徴するものと考えられていたのだと
いいます。というのも，果実の内部でたく
さんの種子がいくつかに仕切られている
ザクロの実は，まさにたくさんの人々とそ
の共同体を表しているからです。天井の
下には部屋をぐるりと取り巻くように戦い
の様子が描かれていました。しかも戦っ
ている男たちがひとりひとり描き分けられ
ていました。 

背の高い家具はほとんどありません
が，その代わりに東方の特徴である低い

テーブルと，たくさんの絨毯やクッション
が置かれています。こちらのほうが固い
椅子よりも快適にみえます。この宝石の
ような邸宅を建てた人物は，快適な広さ
と自然の要素に加え，人目を避ける低
い入口と，外の庭への眺望がきく木製の
大きな窓とを結びつけることで最高の環
境を作り出しました。決して真似のでき
ない場所の思い出を残すために写真を
たくさん撮りました。

外に出ると，そこでは地元の音楽家
によるコンサートが始まりました。そこで
は弦楽器 (ウード，サズ，カマンチャ) を
使った演奏が，歌手たちそしてきれいな
踊り子たちとともに披露されました。私た
ちも一緒に踊りに参加してしまうほど，良
い雰囲気でした。お茶とお菓子がふるま
われました。 

夜は17世紀からの歴史ある古い宿が
集まったキャラバンでの夕食に招待され

2015 年冬 １（７）
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ました。ここには部屋が300もあり，かつ
ては商人たちの住居として使われてい
ました。内部にはラクダと馬をつないで
おくための場所や，素敵な庭そして泉も
ありました。各部屋にはバルコニーがつ
いていて，今日では旅行客が宿泊して
います。食事が供されるのは熱を逃が
すために天井がアーチ状になっている
細長い部屋です。さまざまな料理がテー
ブルいっぱいに並べられ，私たちはこの
地方の調理法で作られたあらゆる料理
に舌鼓を打ちました。宿の主人はここシ
ェキの町について，この町が現代社会
で果たしている役割について話してくれ
ました。

翌日，町を離れる際に私たちは改め
て非公式の歓待を受け，贈り物をもらい
ました。私たちを乗せた車が出発したの
もつかの間，シルクやベルベット，木彫り
の彫刻や手作りの民芸品を売る地元の
店で止めてもらい，この素敵な場所のお
土産を買いました。

次の目的地は幹線道路から離れたと
ころにある小さな村，キシュです。でこぼ
こ道を越えた先には，400年前の古代ア
ルバニア教会が伝統的な集落のなかに

ひっそりとたたずんでいました。教
会内部のつくりや色あせた壁画か
らは，キリスト教の初期の様子を窺
い知ることができます。ガラス張り
の床からは地下の埋葬所が見えま
す。ここでは古代の巨大な骸骨が
発見され，研究が進められていま
す。この教会はもともと，ある家族
の所有物でした。彼らはこの教会
が国に寄贈された後もここの管理
を任されています。私たちは庭に
招待され，お茶とお菓子をいただ
きました。

続いてカバラに着いた私たちは，レ
ジャーセンターの近くで焼きたてのパン
を含む伝統的な食事をいただいた後，
コーカサス・リゾート・ホテルにチェックイ
ンしました。しかしながら，ここのリゾート
で私たちはすっかり混乱してしまいまし
た。豪華な建築様式が場違いに思われ
たからです。内実も完璧な接客，申し分
のない部屋，レストランに加えスポーツ
センターまで備わっていて，完全に観光
客向けのホテルでした。部屋の窓からは
外の泉のせせらぎの音が聞こえ，どこか
遠く離れた平穏な場所，居心地の良い
環境を求めてやってきた人にとっては魅
力的な恩恵なのでしょう。

私たちは地元のレストランで昼食を取
りつつバクーへと向かいました。どのレス
トランも，それがどこにあろうとも多くの来
訪者を泊めることができるようになってい
ます。そしてレストランそれぞれにまた異
なる文化的発見があると感じました。何
世紀にもわたり「香辛料の道」沿いで行
われてきた交易とともに，料理の才能も
また遠く離れた土地へと広がっていった
のです。フレッシュハーブ，オリーブ，野
菜を使った前菜，ピラフやそれに添えら

わがアゼルバイジャン

15世紀の遺産、バクー
のブハラ隊商宿
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れた鶏肉，グリルした
肉や魚など，バリエー
ションに富んだ食事は
どれも常においしく，
お茶とお菓子は心地
よい休息をもたらして
くれます。訪れた町は
それぞれ異なる味覚で
私たちを楽しませてく
れました。

バクーに着くともう
旅はおしまいです。い
つものように素敵な夕
食が用意されていまし
た。滞在したのは街の中心に近い場所
にある快適なホテルです。その晩はオ
ペラ・バレエ劇場でドン・キホーテを鑑賞
しました。劇場に着くとすでに多くの人
が列を作っていました。内部は20世紀
初頭のフランス様式に似て，金でかたど
られた内装と大きな石像で装飾されてい
ました。クラシックバレエのダンサーは魔
法のような音楽に合わせて蝶々のように
舞い踊っていました。バレエの後で訪れ
た豪華な内装のレストランでは才能溢れ
る3人の若い音楽家が生演奏をしていま
した。 

翌朝は絨毯の館を訪れました。オリ
エント風の屋敷が改装され，最高級の
絨毯を販売するギャラリーになっていま
す。作業場は織工であふれていました。
近代的な機械では自然由来の染料が
使われているそうです。屋外には噴水の
周囲にたくさんの伝統的なオブジェが配
置されていましたが，これらを作る職人
は減ってきているのだそうです。ギャラリ
ーのフロアは貴重な絨毯がいっぱいに
並べられていました。機械では織ること
のできない職人技の品々です。詳細な

説明が載ったカラー写真カタログをもら
いました。

私たちはガレレヤレストランで昼食を
とりました。ここには燭台やフロアランプ
にはじまり，絵画や彫刻にいたるまで贅
沢な品々が至る所に並べられていまし
た。内装は風変わりでしたが，食事の質
が落ちるということはありませんでした。
その後，近代的なバクーでショッピング
を楽しみました。

その日の夕方，私たちはホテルのロ
ビーに集まりガイドに別れを告げました。
私たちDar El Athar El Islamiyyahのメン
バー31人は皆ですばらしい経験を分か
ち合うことができました。今回のアゼルバ
イジャンの旅では裏方でクウェート人が
あらゆる細部に至るまで尽力し，助けて
くれました。今回の訪問は楽しく喜ばし
い驚きに溢れていました。アゼルバイジ
ャンは私たちにとって，かつて訪れた国
々を歴史的な交通ネットワークの中で結
びつける1本の糸になったのです。興味
深い経験だったかですって？もちろん，
アゼルバイジャンのことが大好きになりま
した！

18世紀の遺産、シェキ・ハーン宮殿（シェキ市）
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